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1．はじめに

　近年，針葉樹の有節材を，建築内外装の壁面材料と

して使用する試みがなされるようになってきた。木材

には、本来節が存在していることを考えると，木材の

ありのままの姿が評価されてきたという点で好ましい

ことである。この場合，加工工程上で問題になるの

は，鉋削をおこなうことによって節が脱落したり，砕

けたり，ひどいときは節周囲の材が破壊されることで

ある。また，死節では脱落した節が鉋盤にひっかか

り，材面に引掻傷をつけることが多い。

　そこで，著者らは鉋削によって節が破壊されること

を軽減する目的で，節およびその周辺の材部に木工用

酢酸ビニール系の接着剤を塗布する処理方法を採用

し，その効果を測定した。予期以上の効果を認めたの

で報告する。

　2．材料および方法

　板厚によって処理効果が異なることが予想されるの

で，供試材として4，12，24mmの厚さのものを用い

た。

　供試材は，この試験のために特に準備することをせ

ずに，他の目的のために鉋削する材料を使用した。し

たがって供試材は，第1表のようにエゾマツ，トドマ

ツ，シトカスプルースの 3樹種である。

　披用した酢酸ビニール系接着剤は，K社製の一般市

販品で，

　　　　固型分　　43％

　　　　粘　度　　200～600 c．p．s．（30℃）

のものである。

　なお，板厚24mmの供試材に塗布するものには、尿

素樹脂接着剤（濃縮タイプ）を重量比で2％加えた。

これは，処理後，材料を人工乾燥するとき酢酸ビニー

ル系接着剤が軟化して，桟木に付着するのを防ぐため

である。

　塗布処理は刷毛塗りで，両面塗布し放置硬化させ

た。塗布量は，特に規制はしなかったが，約0．2g/cm2

であった。

　板厚4mmと24mmの供試材には，製材後の生材に

塗布し，4mmの材料はベニヤドライヤーで，板厚24

mmの材料は木材乾燥室で人工乾燥をおこなった。板

厚12mmの材料は，人工乾燥後（含水率約10％）に塗

布した。

　鉋削は自動一面鉋盤を用いておこなった。鉋削条件

は，

である。

　3．結果

　鉋削後の節の状態を観察し，損傷なく鉋削されたも

のと，脱落したり，砕かれたり，周囲の材部が破壊さ

れたりしているものとに分類し，それぞれの数を測定

した。これを，板厚，処理の有無，節の生・死，節径

等によって分類して第2表に示した。

　一般に乾燥によって節は脱落するが，処理によって

この脱落が減少することが考えられる。4mm材の死

節，24mm材の生節，死節に減少する傾向が認められ
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るが，無処理材の脱落率が低いため，この程度のデー

タからは，乾燥による節の脱落防止に対する効果につ

いては結論がだせない。

　第2表の結果を板厚，節の種別（生節，死節の別），

処理の有無別にまとめて，次式による，不良率の差の

検定をおこなった。
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　　　ro，rt：無処理材，処理材の不良節の数

　　　no，nt：無処理材，処理材の供試節の数，ただ

　　　　　　　し板厚4mm，24mmでは乾燥後の残

　　　　　　　節の数

　上式で求めたuoと，正規分布表から求められる

u（α）を比較して

　　　uo＜u（α）

であれば，処理の有無による不良率に差がなく，

　　　uo≧u（α）

であれば，危険率αで処理することによって不良率が

変化すると云える。

　第3表は検定結果である。

　板厚24mmの生節を除いて，いずれも処理効果が認

められた。

　処理材，無処理材の不良率，不良率の変化を第4表

に示した。

　ここでの不良率は板厚4mm，24mmの材料では，

乾燥後の残節，板厚12mmの材料では供試節の数を基

準としている。死節についてみると不良率の減少の程

度は板厚が薄いほど大きくなっている。また，無処理

材の不良率に対する処理材の不良率の比は，板厚4

mmと12mmでは同じであるか，板厚24mmで大きくな

っている。

　このことから，処理の効果は板厚が薄いほど大きい

と云える。

　第5表は死節について，節径別に無処理材，処理材

の不良率と不良率の変化を示したものである。不良率

は無処理材，処理材ともに，節径が大きくなると高く

なっている。無処理材不良率に対する処理材不良率の
比は，節が大きくなるほど大きくなる傾向があり，こ
れらのことから処理効果は節径が小さいほど有効であ
ると云える。

　4．おわりに
　有節材を鉋削する場合，節が破損することが多く，
これが有節材の利用開発のひとつの問題点となる。
　著者らは，節およびその周辺材部に酢酸ビニール系
接着剤を塗布をする方法によって，節の破損を防止す
ることを試み，その効果について検討した。

　検定の結果，死節については有効であることが認め

られた。生節については，供試節数が少ないことや，

無処理材自体の不良率が小さいこともあって，今回の

試験では結論が得られなかった。

　効果は板厚が薄いほど，また節径が小さいほど高

　く，板厚4mmと12mmの材料では，処理することに

よって不良率を1/2程度まで軽減させることが期待で

きる。
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